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研究成果の概要（和文）：本研究ではオンライン実験で抽出した曖昧性態度と水害対策行動との関連を実証的に
検証した。得られた結果は以下である。1)人工的な曖昧性よりも自然的な曖昧性に対して人々は確率を識別でき
ない傾向がある。2）利得領域では人工的な曖昧性よりも自然的な曖昧性を強く回避する。損失領域では曖昧性
愛好的であり、自然的な曖昧性と人工的な曖昧性の間でその程度に差は見られない。3）認知反射能力が低い人
ほど、曖昧性下において確率を識別できない。4）確率を識別できない人ほど水害対策行動をしない傾向があ
る。一方、曖昧性回避と水害対策行動には統計的に有意な関係は見られない。

研究成果の概要（英文）：This study empirically examined the relationship between ambiguity attitudes
 elicited from a web experiment and flood preparedness behavior. The results obtained are as 
follows. 1) People tend to be less able to identify likelihoods for natural ambiguity than those for
 artificial ambiguity. 2) In the gain domain, people are more ambiguity averse to natural ambiguity 
than to artificial ambiguity. In the loss domain, people are more ambiguity-loving, but there is no 
difference in degree between natural and artificial ambiguity. 3) People with low cognitive 
reflection ability can less identify likelihoods under ambiguity. 4) People who cannot identify 
likelihoods tend not to engage in flood preparedness behavior. On the other hand, there is no 
statistically significant relationship between ambiguity aversion and flood preparedness behavior.

研究分野： 経済学、応用計量経済学、リスクと不確実性の経済学

キーワード： 曖昧性　曖昧性態度　予防行動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
曖昧性下の行動の理解や予測において曖昧性態度は重要な役割を果たす。曖昧性態度と現実行動との関連を検証
した先行研究の多くは、利得領域での金銭くじに関連する人工的な曖昧性を対象としていた。本研究は、利得お
よび損失領域で自然的および人工的な曖昧性に対する曖昧性態度を抽出し、水害対策行動との関連を大規模なオ
ンライン実験から検証した。曖昧性態度は曖昧性をもたらす要因や結果領域に依存することが知られているた
め、本研究結果は曖昧性下の行動の理解において新たな知見を提供するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

不確実性に対する人々の態度を定量的に把握し、その態度と人々の行動との関連を明らかにす
ることは、不確実性下での人々の行動の理解や、より良い政策策定にとって重要である。例えば、
大地震の発生は不確実であるため、人々が耐震診断や耐震補強を実施するか否かは不確実性に
対する態度に影響を受ける。 

 
不確実性は、結果の確率分布がわからない曖昧性（ambiguity）と、結果の確率分布がわかって
いるリスクに区分される。エルズバーグ（Ellsberg, 1961）以降、多くの経済実験において、従
来的な主観的期待効用モデルでは説明することのできない曖昧性回避が観察され、曖昧性回避
を記述する意思決定理論の開発や、その理論を応用した理論分析および実証研究が進められて
きた。また、近年の経済実験においては、曖昧性回避だけではなく、曖昧性愛好的な行動も観察
されている (Trautmann and van de Kuilen, 2015, 89-116)。 
 
しかしながら、これまで観察されてきた曖昧性態度の多くは、学生を対象とした経済実験室での
実験（ラボ実験）から得られたものである。ラボ実験では、人工的なクジに対する選択行動に基
づいて曖昧性態度が抽出される。ラボ実験から観測される曖昧性態度が、現実における人々の意
思決定をどの程度説明できるかについての実証研究は限定的であり、その外的妥当性は明らか
になっていない（Sutter et al., 2013; Dimmock et al., 2016）。そのため、ラボ実験における
人工的なクジをもとに抽出される曖昧性態度と、人々の現実の行動との関連性を実証的に明ら
かにすることは、不確実性研究において重要な学術的課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、経済実験から抽出される曖昧性態度の外的妥当性を検証することである。具体
的には、学生だけではなく幅広い属性を持つ被験者を対象とした大規模なオンライン経済実験
から曖昧性態度を抽出し、その曖昧性態度と人々の現実の行動との関連を、実証的に明らかにす
ることが目的である。現実の曖昧性下の行動として、防災・減災に関わる行動を取り上げる。例
えば、耐震診断・改修の実施や地震保険への加入は重要な減災対策の一つであるが、地震発生の
予測確率は不確実であるため、そのような減災行動は曖昧性態度にも依存する。したがって、
人々の行動と曖昧性態度との関連を明らかにすることによって、減災対策推進への一つの手が
かりが得られる。 
 

３．研究の方法 

2022 年 7 月に、オンライン調査会社の大阪市在住の登録会員から無作為に抽出した被験者を対
象としたオンライン実験を行った。利得領域での自然的な曖昧性、損失領域での自然的な曖昧性、
利得領域での人工的な曖昧性、および、損失領域での人工的な曖昧性の 4 グループに被験者を無
作為に分割した。それぞれのサンプルサイズは 158、158、158、159 であった。4 グループ間で
所得、性別、年齢、学歴、家族構成などの個人属性について統計的に有意な差はなかった。なお、
このオンライン実験は龍谷大学「人を対象とする研究に関する倫理委員会」の承認をえている。
また、アメリカ経済学会 RCT レジストリへの事前登録も行っている。 
 
自然的な曖昧性に対する曖昧性態度の抽出には Baillon et al.(2018)の方法、人工的な曖昧性
に対する曖昧性態度の抽出には Dimmock et al. (2016)の方法を適用した。両者とも曖昧性回避
度と曖昧性によってもたらされる確率非敏感度の指標を計測可能な方法である。オンライン実
験では、水害予防行動、認知反射能力、リスク態度、時間選好、および所得、性別、年齢、学歴、
家族構成などの個人属性に関するデータも取得した。 
 
得られたデータから、自然的な曖昧性および人工的な曖昧性に対する曖昧性態度の分布の比較、
および、利得・損失領域間および認知反射能力間における曖昧性態度の分布の比較を行った。洪
水予防行動と曖昧性態度の関係については、順序プロビットモデルによる分析を行った。 
 
４．研究成果 
得られた結果は以下である。1) 人工的な曖昧性と比較して、自然的な曖昧性のほうが、人々は
確率を識別できない傾向がある。2）利得領域では曖昧性回避的であり、かつ、人工的な曖昧性
よりも自然的な曖昧性に対して曖昧性を強く回避する傾向がある。一方、損失領域では曖昧性愛
好的であるが、自然的な曖昧性と人工的な曖昧性の間でその程度に差は見られない。3）認知反
射能力が低い人ほど、曖昧性下において確率を識別できない傾向にある。4）利得領域での自然
な曖昧性に対して確率を識別できない人ほど、洪水に対する備えをしない傾向がある。特に、認
知反射能力が高い人についてこの傾向がみられる。しかし、曖昧性回避と行動には統計的に有意
な関係は見られない。この結果は、曖昧性下での予防行動は、曖昧性認識あるいは曖昧性下での
確率理解と関連することを示唆するものである。 



 
以上から、曖昧性態度と現実行動との関連を検証したり、曖昧性態度から行動を予測する場合に
は、行動と関連する曖昧性に基づいた曖昧性態度を抽出する必要があることが示唆される。 
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